
4
6
点
(
大
学
生
の
部
4
点
一
局
校
生
の
部

1鮖
点
中
学
生
の
部
U
点
)
の
作
品
応
募
が
あ

つ
た
審
査
委
員
会
の
厳
正
な
審
査
に
ょ
り
受

賞
者
を
決
定
し
、
大
学
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
ク
ラ

ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
っ
た

日
本
語
部
門
、
英
語
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
最
優
秀

貸
、
優
秀
賞
、
佳
作
の
受
賞
者
に
対
し
て
、
大

谷
實
総
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
を
授
与
し
た

2
0
0
9
年
度
同
志
社
総
長
賞
表
彰
式

3
月
舒
日

同
士
粒
総
長
賞
は
、
本
法
人
が
ス
ポ
ー
ツ
活

動
お
よ
ぴ
文
化
活
動
の
国
際
大
会
、
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
お
い
て
入
賞
を
果
た
し
た
優
秀
な

学
生
、
生
徒
、
児
竜
、
園
児
に
対
し
て
、
総
長

が
こ
れ
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
2
0

0
3
年
度
か
ら
設
け
た

2
0
0
9
年
度
は
、
大
学
長
か
ら
の
推
薦
で

5
人
の
受
賞
者
を
決
定
し
、
表
彰
式
を
大
学
神

学
館
礼
拝
堂
で
行
っ
た
大
谷
賓
総
長
の
式
辞
、

野
本
真
也
理
事
長
の
祝
辞
の
後
、
大
谷
総
長
か

ら
受
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
副
賞
を
授
与

し
た2

0
0
9
年
度
退
社
式

3
月
釧
日

大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
退
社
式
を
挙

行
し
た
退
社
式
は
、
 
2
0
0
9
年
'
度
か
ら
初

め
て
法
人
の
式
典
と
し
て
執
り
行
っ
た
も
の
で
、

2
0
0
9
年
度
退
職
者
鈴
人
の
う
ち
、
討
人
の

参
加
が
あ
っ
た
前
奏
に
始
ま
り
、
讃
美
歌
斉

唱
、
原
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

の
聖
書
朗
読
な
ら
ぴ
に
祈
祷
に
続
き
、
大
谷
實

総
長
野
本
真
也
理
事
長
か
ら
の
感
謝
の
こ
と

ば
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
永
年
本
法
人
の
教
育

研
究
充
実
の
た
め
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の

功
労
に
対
し
、
本
法
人
を
代
表
し
て
、
野
本
理

事
長
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
た
。
最
後
に
、
野

本
理
事
長
の
祝
祷
で
退
社
式
を
終
了
し
た
。

第
5
回
同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会

3
月
討
日

新
入
社
員
を
対
象
に
、
同
志
社
の
建
学
の
精

神
、
同
志
社
の
歴
史
、
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教

主
義
等
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
大
谷
實
総
長
と
本
井
康
博
大
学

神
学
部
教
授
を
講
師
と
し
、
大
学
寒
梅
館
で
同

志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会
を
開
催
し
た

大
ハ
嘉
長
は
「
同
志
社
の
教
学
理
念
と
教
学
体

制
」
、
本
井
康
博
大
学
神
学
部
教
授
は
、
「
志
を

継
ぐ
1
同
志
社
が
同
志
社
で
あ
る
た
め
に
1
」

を
演
題
に
講
演
し
た
。
新
入
社
員
は
も
と
よ
り
、

出
席
者
は
改
め
て
同
志
社
の
建
学
の
精
神
等
に

想
い
を
馳
せ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
こ
し
た
。

法
人
部

第
叫
回
国
際
交
流
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

1
 
一
一
一
 
8
 
日

テ
ス
ト
表
彰
式

同
志
社
国
際
主
義
教
育
委
員
会
が
国
際
一
荒

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
環
と
し
て
、
国
際
交
流
に
関

す
る
エ
ッ
セ
イ
を
法
人
内
各
学
校
の
学
生
・
生

徒
か
ら
募
り
、
国
際
交
流
や
国
際
問
題
に
関
す

る
考
え
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。
第
N
回
目
と
な
る
2
0
0
9
年
度
は
、
日

本
語
部
門
玲
点
(
大
学
生
の
部
9
点
高
校
生

の
部
5
点
、
中
学
生
の
部
2
点
)
、
英
語
部
門

DOSHISHA

REPORT



2
0
1
0
年
度
入
社
式

4
月
3
日

大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
入
社
式
を
挙

行
し
た
。
本
年
度
の
採
用
は
、
大
学
教
員
鉾
人
、

女
子
大
学
教
員
Π
人
、
中
学
校
・
一
局
等
学
校
教

員
3
人
、
香
里
中
学
校
・
一
局
等
学
校
教
員
2
人
、

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
教
員
2
人
、
大
学
職

員
Ⅱ
人
、
女
子
大
学
職
員
2
人
の
計
田
人
で
あ

る
。
大
谷
寅
総
長
と
野
本
真
也
理
事
長
が
歓
迎

の
こ
と
ぱ
を
述
べ
、
野
本
理
事
長
が
一
人
ひ
と

り
に
辞
令
を
手
渡
し
た
。

2
0
1
0
年
春
の
叙
勲

大
学
名
誉
教
授
の
島
弘
氏
薬
師
川
虹
一
氏

女
子
大
学
名
誉
教
授
の
有
賀
の
ゆ
り
氏
が
瑞
宝

中
綬
章
を
、
大
学
名
誉
教
授
の
中
村
弘
氏
が

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し
、
 
5
月
Ⅱ
日
国
立
劇
場

大
劇
場
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

同
志
社
創
立
1
3
5
周
年
記
念
「
新
島
襄
と

5
月
部
S
田
日

同
志
社
」

5
月
紛
日
か
ら
釧
日
ま
で
の
期
問
、
大
丸
京

都
店
6
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
同
志
社

創
立
1
3
5
周
年
記
念
「
新
島
襄
と
同
志
社
」

を
開
催
し
、
約
6
,
0
0
0
人
の
来
場
者
が
あ

つ
た
。
新
島
襄
の
生
涯
と
同
志
社
英
学
校
か
ら

現
在
ま
で
の
同
志
社
の
歴
史
を
遺
口
叩
遺
墨

書
簡
、
日
記
、
ノ
ー
ト
類
、
説
教
文
晝
軸

物
、
絵
画
等
の
各
種
資
料
お
よ
ぴ
写
真
パ
ネ
ル

を
用
い
て
展
示
し
、
新
島
襄
と
同
志
社
の
伝
統

と
理
念
に
つ
い
て
広
く
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
同
志
社
の
建
学
の
精
神
を
一
覧
で
き
る

展
小
と
、
開
催
期
問
中
を
通
し
て
様
々
な
行
事

を
催
し
た
。
船
日
に
は
大
谷
實
総
長
が
「
同
志

社
の
教
学
理
念
」
と
題
し
、
訟
日
に
は
八
田
英

二
大
学
長
が
「
同
志
社
大
学
の
改
革
1
2
0
1

3
年
に
向
け
て
1
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た

ま
た
、
法
人
内
各
学
校
に
ょ
る
合
同
学
校
説
明

会
も
開
催
し
た
。

多
数
の
来
場
者
に
対
し
、
新
島
襄
の
志
、
同

志
社
建
学
の
理
念
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

同
志
社
創
立
1
3
5
周
年
記
念
「
函
館
新
島

6
月
B
e

講
座
」

新
島
襄
脱
国
の
地
で
あ
る
函
館
市
の
函
館
国

際
ホ
テ
ル
鳳
凰
の
間
に
お
い
て
、
「
函
館
新
島

講
座
」
を
開
催
し
た
。
創
立
者
新
島
襄
は
海
外

渡
航
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
幕
末
の
1
8
6
4
年

6
月
N
日
に
箱
館
(
明
治
2
年
よ
り
「
函
館
」

と
改
称
)
か
ら
渡
米
開
会
に
あ
た
り
、
新
島

が
江
戸
か
ら
箱
館
へ
渡
っ
た
際
に
乗
船
し
た
洋

式
帆
船
「
快
風
丸
」
の
復
元
模
型
を
学
校
法
人

同
志
社
か
ら
函
館
市
の
西
尾
正
範
市
長
に
贈
呈

し
た大

谷
實
総
長
か
ら
は
「
同
志
社
の
良
心
教
声

と
題
し
て
、
同
志
社
の
教
学
の
理
念
で
あ
る
「
良

心
教
育
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
野
本
真
也

理
事
長
か
ら
は
、
「
新
島
襄
の
志
」
を
演
題
に
、

憂
国
の
情
か
ら
海
外
の
地
に
思
い
を
馳
せ
、
国

禁
を
犯
し
て
ま
で
も
脱
国
し
た
新
島
襄
の
志
に

つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
北
海
道
函
館
水
産
高
校
の
生
徒
達
に

よ
る
、
寸
劇
「
新
島
襄
と
仲
間
た
ち
」
が
演
じ

ら
れ
た

当
日
は
、
卒
業
生
、
校
友
地
元
の
方
々
を

中
心
に
約
2
2
0
人
が
参
加
し
て
講
演
に
聞
き

入
り
、
盛
況
の
う
ち
に
講
座
を
終
え
た

第
3
回
同
志
社
研
修
・
交
流
会
 
6
月
即
日

建
学
の
精
神
教
育
理
念
を
同
じ
く
す
る
法

人
内
各
学
校
の
教
職
員
の
研
修
と
交
流
を
進
め
、

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。
第
3
回
目
と
な
る
今
年
度
は
大
学
尋

真
館
に
お
い
て
基
調
講
演
の
後
初
め
て
分
科

会
方
式
で
の
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
会
に
は
約

2
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、
「
P
B
L
 
弓
旦
n
含

則
勢
ル
戸
g
三
ヨ
姻
)
と
一
貫
教
育
」
と
題
し

た
山
田
和
人
大
学
P
B
L
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

長
の
講
演
や
分
科
会
報
告
の
あ
っ
た
各
学
校

O
o
m
工
一
仂
エ
ン
刀
m
勺
0
刀
↓
 
5



の
取
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

交
流
会
で
は
日
頃
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
各
学

校
教
職
員
が
交
流
す
る
意
美
深
い
機
会
と
な
っ

た
。大

学
商
学
部
創
立
釦
周
年
記
念
講
演
会

1
月
巧
日

商
学
部
創
立
釦
周
年
を
記
念
し
、
太
田
進
一

商
学
部
教
授
が
「
人
と
学
風
1
学
生
時
代
の
受

講
体
験
を
通
し
て
1
」
を
講
演
。
「
変
動
す
る

経
済
の
中
で
の
企
業
戦
略
ー
ポ
イ
ン
ト
の
成
長

戦
略
1
」
を
テ
ー
マ
に
株
式
会
社
ポ
イ
ン
ト
福

田
三
千
男
(
朋
年
商
学
部
卒
業
)
会
長
が
講
演

ビ
ジ
ネ
ス
フ
エ
ア
.
m
京
た
な
べ
2
0
1
0

2
月
部
日

大
学
口
ー
ム
尋
館
に
て
京
田
辺
市
に
あ
る

約
釦
社
が
新
製
品
や
技
術
を
展
示
ア
ピ
ー
ル
。

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
浜
矩
子
教
授
が
「
恐
怖
ド
ラ

マ
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
一
そ
こ
で
我
々
を
待
ち
受

け
る
も
の
は
?
」
を
特
別
基
調
講
演
。
主
催
は

京
田
辺
市
商
工
会
(
工
業
部
会
)
。
同
志
社
大
学
、

京
田
辺
市
ほ
か
に
ょ
る
共
催
。

歴
史
資
料
館
2
0
0
9
年
度
企
画
展

「
木
津
川
と
古
寺
・
祈
り
1
南
山
城
の
古
代

寺
院
」
を
テ
ー
マ
に
2
月
N
日
か
ら
3
月
N
e

ま
で
展
示
。
 
3
月
6
日
に
は
講
演
会
「
南
山
城

の
古
代
寺
院
」
を
開
催
。

第
7
回
楽
洛
キ
ャ
ン
バ
ス
開
講3

月
5
S
N
e

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
「
講
座
」
で
京
都

の
歴
史
を
深
く
学
ぴ
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を

体
験
す
る
「
学
ぴ
」
の
有
料
イ
ベ
ン
ト
。
主
催

は
京
都
観
学
研
究
会
(
同
志
社
大
学
、
株
式
会

社
J
T
B
西
日
本
)
。

同
報
処
理
学
会
「
侵
秀
教
育
賞
一
を
受
賞

3
月
9
日

情
報
処
理
学
会
第
花
回
全
国
大
会
(
会
場

東
京
大
学
)
に
お
い
て
、
理
工
学
部
金
田
重
郎

教
授
が
円
年
以
上
に
わ
た
る
「
実
社
会
連
携
型

P
B
L
 
(
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
型
教
育
ご
に
つ
し

て
の
先
導
性
を
認
め
ら
れ
受
賞
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
総
長
訪
問
 
3
月
N
e

2
0
0
7
年
、
大
学
史
上
初
の
女
性
総
長
と

し
て
就
任
し
た
第
器
代
ド
ゥ
ル
ー
・
フ
ァ
ウ
ス

ト
総
長
が
初
来
日
。
八
田
学
長
と
両
校
共
通
の

課
題
で
あ
る
国
際
連
携
・
国
際
化
推
進
生
命

医
科
学
教
育
・
研
究
に
つ
い
て
懇
談
。

大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
2
0
0
9
年

度
F
D
講
演
会

3
月
即
日

「
地
域
公
共
人
材
育
成
の
た
め
の
政
策
現
場
・

実
践
活
動
か
ら
の
提
言
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

国
や
自
治
体
の
政
策
現
場
 
N
P
0
法
人
の
最

前
線
で
活
躍
す
る
講
師
が
実
際
の
取
り
組
み
や

理
念
を
語
る
。

2
0
1
0
年
度
新
任
教
員
研
修
会

4
月
2
日

教
育
の
特
色
、
教
育
上
の
留
意
点
心
構
え

な
ど
教
育
・
研
究
活
動
に
必
要
な
最
低
限
の
事

項
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
共
通

認
識
を
持
つ
こ
と
に
ょ
り
資
質
の
向
上
や
教

育
・
研
究
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る

ロ
シ
ア
文
化
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0

1
N
 
」
A
P
A
N
 
同
志
社
大
学
講
演
会

4
月
N
e

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
2
0
0
6
年
に
日
口
両

国
の
文
化
芸
術
の
一
需
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し

5
年
目
を
迎
え
た
。
京
都
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
の
一
環
と
し
て
ロ
シ
ア
政
府
の
高

官
セ
ル
ゲ
イ
・
ナ
ル
イ
シ
ユ
キ
ン
ロ
シ
ア
連
邦

大
統
領
府
長
官
が
「
ロ
シ
ア
連
邦
、
課
題
と
展

望
」
に
つ
い
て
神
学
館
礼
拝
堂
で
講
演
。

人
文
科
学
研
究
所
第
釣
回
公
開
講
演
会



5
月
訟
日

テ
ー
マ
は
牙
美
仁
伽
0
と
落
語
1
異
文
化
理

解
と
認
知
心
理
学
の
視
点
か
ら
」
。
同
志
社
礼

拝
堂
に
お
い
て
、
群
馬
大
学
佐
藤
浩
一
教
授

一
壽
家
桂
か
い
枝
氏
が
講
演
。
社
会
学
部
井
上

智
義
教
授
と
佐
藤
浩
一
教
授
が
桂
か
い
枝
氏
と

の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
を
通
し
対
談

経
済
学
部
公
開
講
演
会

6
月
3
日

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
恵
道
館
に
お
い
て
「
新

た
な
可
能
性
に
挑
む
S
進
化
す
る
和
紙
」
を
テ

ー
マ
に
、
堀
木
工
り
子
氏
(
株
式
会
社
堀
木
工

リ
子
&
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
代
表
取
締
役
)
が
講
演

障
が
い
学
生
支
援
室
・
教
職
員
研
修
会

6
月
Π
日

富
山
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
特
命
准
教
授

吉
永
崇
史
氏
を
招
き
露
達
障
害
学
生
へ
の
修

学
支
援
並
ぴ
に
就
職
活
動
支
援
」
の
講
演
を
通

し
冴
彦
。

流
会
は
、
出
身
地
別
に
分
か
れ
た
新
入
生
の
テ

ー
ブ
ル
に
、
在
学
生
、
教
職
員
、
卒
業
生
が
加

わ
り
交
流
を
深
め
る
の
が
特
徴
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
て
き
た
新
入
生
が
、
出
身
地
の
共
通
の
話

題
や
言
葉
で
交
流
す
る
こ
と
に
ょ
り
安
、
憲
を

得
て
、
一
日
も
早
く
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
ス

ム
ー
ズ
に
大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
を
願
い
企
画
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
出
身
地

別
に
分
か
れ
る
こ
と
に
ょ
り
、
学
部
学
科
、
学

年
の
枠
を
越
え
た
友
人
づ
く
り
の
場
に
な
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
交
流
会
で
は
チ
ア
リ
ー
ダ

1
部
・
吹
奏
楽
部
に
ょ
る
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
指
導
、
同
志

社
女
子
大
学
歌
の
斉
唱
も
行
わ
れ
た
。

国
際
教
養
学
科
文
部
科
学
省
「
質
の
高
い

大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
(
教
育
G
P
)

5
月
円
日

第
3
回
講
演
会

映
画
字
幕
翻
訳
家
の
戸
田
奈
津
子
氏
を
講
師

に
迎
え
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
バ
ス
新
島
記
念
講
堂

に
て
開
催
。
「
字
幕
に
生
き
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
映
画
字
幕
翻
訳
の
現
状
や
映
画
技
術
の

変
化
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
昨
今
の
変
化
の
激

し
い
世
の
中
に
お
い
て
、
い
か
に
自
分
自
身
を

知
り
、
人
生
を
見
定
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
話
さ
れ
た
来
場
者
は
約
7
0
0
人

女
子
大
学

新
入
生
交
流
会

4
月
7
日

新
入
生
を
歓
迎
し
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
一
荒
会
を
午
前
と
午
後
に
分
け
て
開
催

約
1
8
0
0
人
も
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
の
交

本
講
演
会
は
平
成
即
年
度
文
部
科
学
省
「
質
の

高
い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
(
教
育
G

P
)
に
選
定
さ
れ
た
、
国
際
教
養
学
科
の
「
1

年
間
の
留
学
を
基
軸
に
し
た
高
度
総
合
英
語
教

育
 
S
問
題
を
批
判
的
に
捉
え
、
日
英
画
磊

で
論
理
的
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

す
る
S
」
の
取
組
の
一
環
と
し
て
開
催
。

同
志
社
女
子
大
学
今
出
川
講
座
『
上
田
秋
成

没
後
2
0
0
年
祭
記
念
連
続
講
演
会
い
ま
、

京
都
で
秋
成
を
読
む
』
 
6
月
n
、
円
日

2
週
に
わ
た
り
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
純
正

館
デ
ン
ト
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
本
講
座
は
日

本
近
世
文
学
会
と
の
共
催
お
よ
ぴ
京
都
国
立

博
物
館
の
後
援
に
て
実
施
飯
倉
洋
一
大
阪
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
の
司
会
に
ょ
り
、

第
1
週
目
は
、
木
越
治
上
智
大
学
文
学
部
教
授

が
「
『
雨
月
物
語
』
と
一
春
雨
物
語
』
 
1
秋
成

作
品
の
読
み
か
た
1
」
、
続
い
て
天
野
太
郎
女

子
大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授
が
「
四
神
相
応

の
地
・
京
都
と
文
学
」
、
中
野
三
敏
九
州
大
学

名
誉
教
授
が
「
秋
成
と
そ
の
時
代
」
と
題
し
て

講
演
。
第
2
週
目
は
、
狩
野
博
幸
大
学
文
化
情

報
学
部
教
授
が
「
秋
成
と
蕪
村
・
応
挙
・
呉
春
」
、

続
い
て
廣
瀬
千
紗
子
本
学
表
象
文
化
学
部
教
授

が
「
秋
成
と
歩
く
京
都
」
、
高
田
衛
東
京
都
立

0
0
の
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
コ
↓
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大
学
名
誉
教
授
が
「
秋
成
の
人
問
性
」
と
題
し

て
講
演
。
来
場
者
は
両
日
で
約
5
5
0
人
。
一

般
参
加
者
も
多
く
、
「
連
続
講
演
会
と
い
う
こ

と
で
内
容
も
深
ま
り
聴
誥
し
が
い
が
あ
っ
た
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

中
高

同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
第
Ⅱ
期
建
設
工

事
峻
工
式

3
月
3
日

2
年
に
わ
た
る
建
設
工
事
を
無
事
に
終
え
、

設
計
監
理
の
香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
、
施
工
の

株
式
会
社
大
林
組
、
工
事
関
係
者
近
隣
の
方
々

も
含
め
、
 
3
0
0
人
を
超
え
る
方
々
が
列
席
し

竣
工
式
を
迎
え
た
岩
倉
の
地
に
新
た
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
が
誕
生
し
た
こ
と
を
硴
信
し
、
同
志

社
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
す
る
ひ
と
と
き
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た

3
月
円
日

高
等
学
校
卒
業
式

第
能
回
卒
業
式
を
竣
工
し
た
ぱ
か
り
の
宿
志

館
グ
レ
イ
ス
チ
ャ
ペ
ル
で
挙
行
し
た
。
新
し
い

チ
ャ
ペ
ル
か
ら
巣
立
つ
卒
業
生
に
と
っ
て
、

生
の
思
い
出
と
な
る
す
ぱ
ら
し
い
卒
業
式
を
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
た

高
等
学
校
学
校
ス
キ
ー
 
3
月
B
S
玲
日

諦
人
の
参
加
ス
キ
ー
9
人
ボ
ー
ド
即
人

と
い
う
構
成
今
年
は
例
年
に
な
く
雪
が
小
ノ
な

い
と
園
わ
れ
て
い
た
が
、
実
習
期
間
中
は
好
天

に
恵
ま
れ
て
内
容
的
に
も
レ
ベ
ル
の
高
い
実
習

を
行
う
こ
と
が
で
き
た

3
月
玲
日

中
学
校
卒
業
式

同
志
社
礼
拝
堂
で
の
最
後
の
卒
業
式
を
無
事

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
卒
業
生
、
保
護

者
、
教
職
員
一
同
、
礼
拝
堂
の
空
気
を
全
身
で

受
け
止
め
、
厳
か
な
式
の
時
間
を
共
有
し
た
。

中
学
校
入
学
式

4
月
5
日

2
9
2
人
の
新
入
生
を
迎
え
て
、
同
志
社
礼

拝
堂
で
入
学
式
を
執
り
行
っ
た
。

高
等
学
校
入
学
式

4
月
8
日

3
4
9
人
の
新
入
生
を
迎
え
て
、
宿
志
館
グ

レ
イ
ス
チ
ャ
ペ
ル
で
入
学
式
を
執
り
行
っ
た
。

中
学
校
 
3
年
生
H
R
委
員
研
修
会

4
月
9
・
円
日

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
、

3
年
生
各
ク
ラ
ス
の
H
R
委
員
と
執
行
委
員
生

徒
が
、
学
園
祭
を
は
じ
め
と
す
る
1
年
問
の
生

徒
会
活
動
方
針
を
検
討
し
た
。

中
学
校
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
プ
、

4
月
討
S
器
日

創
立
者
墓
参

1
年
生
の
最
初
の
行
事
と
し
て
、
 
4
ク
ラ
ス

ず
つ
に
分
か
れ
て
実
施
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
は
同
志
社
に
つ
い
て
学
ぴ
、

ク
ラ
ス
の
仲
問
と
飯
こ
う
炊
さ
ん
を
通
し
て
仲

間
づ
く
り
の
ひ
と
と
き
を
持
っ
た
。
創
立
者
墓

参
で
は
、
新
島
襄
の
墓
前
に
集
い
入
学
の
報
告

を
す
る
と
と
も
に
同
志
社
で
学
ぶ
決
意
を
新
た

な
も
の
に
し
た
。

4
月
器
日

中
学
校
遠
足

2
年
生
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ

ン
、
 
3
年
生
は
希
望
が
丘
文
化
公
園
で
の
飯
こ

う
炊
さ
ん
に
出
か
け
た
。
新
し
い
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
こ
し
た
。

4
月
即
日

高
等
学
校
遠
足

好
天
に
恵
ま
れ
、
各
ク
ラ
ス
で
計
画
し
た
場

所
に
出
か
け
て
飯
こ
う
炊
さ
ん
や
バ
ー
ベ
キ
ユ

ー
を
行
い
、
親
睦
を
深
め
た
 
1
年
間
の
生
徒

会
打
事
の
好
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

中
学
校
演
鑑

6
月
4
日

(
青
年
劇
場

京
都
会
館
に
て
『
修
学
旅
行
』

を
鑑
賞
し
た
。

高
等
学
校
球
技
大
会

6
月
8
日

天
候
が
少
し
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
生
徒
た
ち
の

熱
気
で
雨
を
吹
き
飛
ぱ
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
生
徒
と
教
師
が
一
体
に
な
っ
て
応
援
し
て

い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た



中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 
6
見
Π
日

梅
雨
倫
れ
開
の
一
 
H
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
バ

ー
、

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ
た
生
徒
た
ち
の
歓

声
が
こ
だ
ま
す
る
楽
し
く
熱
気
に
満
ち
た
一
"

と
な
つ
た

7
月
捻
日

高
等
学
校
団
体
鑑
賞

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
に
て
ハ
ナ
シ
が

ち
が
う
!
(
劇
団
コ
ー
ロ
)
を
鑑
賞
し
た
。

高
等
学
校
 
1
年
生
ク
ラ
ス
合
宿

7
月
巧
・
玲
日

1
年
生
8
ク
ラ
ス
が
1
油
で
研
修
に
出
か
け

た
。
行
き
先
は
ク
ラ
ス
こ
と
で
異
な
り
、
ク
ラ

ス
内
の
親
睦
を
よ
り
深
め
、
円
月
の
岩
倉
祭
兆

表
に
向
け
て
の
計
画
を
岡
め
た

中
学
校
由
良
キ
ャ
ン
プ
フ
月
即
S
器
Π

{
昂
市
の
木
校
キ
ャ
.
ン
プ
サ
イ
ト
に
2
ク
ラ

ス
ず
つ
2
泊
3
日
の
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
た

日
本
海
で
の
遊
泳
や
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
レ
ー
シ

ヨ
ン
行
事
を
辿
し
て
、
ク
ラ
ス
の
仲
問
と
の
友

恬
を
深
め
た

中
学
校
唐
松
キ
ャ
ン
プ

7
刃
加
口
S
8
月
1
Π

信
州
北
ア
ル
プ
ス
唐
松
岳
の
登
山
キ
ャ
ン
プ

を
4
期
問
に
分
け
て
行
っ
た
 
2
ぜ
生
の
希
望

生
徒
劣
ノ
加
し
、
雄
大
な
大
白
然
を
満
喫
し
た

0
0
仂
工
一
仂
工
》
刀
m
勺
0
工
↓

高
等
学
校
ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学

7
月
器
日
S
8
月
8
日

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ウ
エ
ス
リ

ー
カ
レ
ヅ
ジ
と
の
交
換
留
学
を
行
っ
た
。
参
加

し
た
生
徒
に
は
、
異
文
化
と
の
体
験
を
通
し
て

自
ら
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
糧
と
な
っ
た

香
里
中
高

始
業
式

1
月
8
日

1
月
部
S
肘
日

高
2
修
学
旅
行

今
年
度
か
ら
訪
問
地
が
ハ
ワ
イ
か
ら
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
変
わ
っ
た
当
初
予
定
で
は
、
 
3

油
は
シ
ド
ニ
ー
市
内
、
 
1
泊
は
郊
外
の
自
然
の

中
で
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
彬
モ
 
4
泊
と
も
シ
ド
ニ
ー
市
内
で

実
施
し
た
。
日
本
は
冬
で
も
、
当
地
で
は
真
夏

の
太
陽
を
浴
ぴ
て
全
員
真
っ
黒
と
な
っ
た
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に
見
と
れ
、
フ
ェ
ザ
デ
ー
ル
動
物

園
で
は
コ
ア
ラ
と
の
尋
ぢ
真
そ
し
て
ト
ブ

ロ
ツ
ク
牧
場
で
は
羊
の
毛
刈
り
や
ブ
ー
メ
ラ
ン

体
験
な
ど
大
自
然
も
満
喫
し
た

卒
業
式

高
等
学
校

中
学
校

一
寝
生
2
9
7
人
、
中
学
生
2
5
3
人
の
卒

業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
た

3
月
円
日

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
や
国
際
交
流
芸

能
祭
な
ど
を
行
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
サ
ン
バ
や

モ
ン
ゴ
ル
人
の
料
理
教
室
で
交
流
を
深
め
た
。

ヌ
エ
ー
バ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
月
即
S
器
U

本
校
か
ら
8
人
参
加
。
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し

な
が
ら
ヌ
エ
ー
バ
中
学
と
交
流
を
行
っ
た
。

ボ
ス
ト
ン
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

3
月
部
日
S
4
刃
5
日

ボ
ス
ト
ン
で
の
英
語
に
ょ
る
授
業
や
市
内
見

学
を
通
し
て
現
地
の
学
生
と
の
一
需
を
深
め
る

と
と
も
に
、
校
祖
新
島
襄
の
足
跡
を
訪
ね
て
、

フ
ィ
リ
ツ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
や
ア
ー
モ
ス
ト
大

学
に
も
足
を
延
ぱ
し
た

4
月
9
日

入
学
式

高
校
生
3
0
7
人
、
中
学
生
2
5
1
人
の
新

入
生
を
迎
え
た

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン4

月
訟
・
器
日

高
校
1
年
生

4
月
器
S
財
日

中
学
1
年
生

い
す
れ
も
初
日
の
大
雨
で
校
祖
墓
参
が
実
施

で
き
ず
後
日
に
延
期
。
一
局
校
1
年
生
は
、
近
江

3
月
9
日

3
例
円
口
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八
幡
休
暇
村
で
・
補
泊
し
、
カ
レ
ー
づ
く
り
や
彦

根
訪
問
。
中
学
1
作
生
は
湯
郷
温
泉
に
宿
泊
し
、

備
一
肌
体
験
や
運
動
会
な
ど
、
生
徒
た
ち
は

様
々
な
活
動
を
通
し
て
友
達
と
の
仲
を
深
め
た

鑑
会

4
門
紛
日

中
3
狂
園

高
2
文
楽

6
月
4
日

6
月
リ
日

」
局
1
新
劇

高
1
校
祖
墓
参

5
月
部
日

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
初
日
予
定
が
大
雨
の

た
め
に
延
期
し
て
い
た
美
三
実
施
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

5
月
即
日

3
0
0
0
人
を
超
え
る
来
校
者
を
迎
え
た
。

午
前
中
の
聖
Π
礼
拝
や
体
験
授
業
、
午
後
か
ら

の
香
真
館
ス
テ
ー
ジ
や
各
施
設
見
学
が
あ
っ
た

特
に
今
回
は
、
ク
ラ
ブ
体
験
や
見
学
も
行
っ
た

吹
奏
楽
部
や
マ
ン
ド
リ
ン
部
で
は
楽
器
を
手
に

と
っ
て
奏
で
た
り
、
囲
碁
将
棋
部
で
は
高
校
女

王
で
現
役
女
流
プ
ロ
の
部
員
と
対
局
し
た
り
、

美
術
部
で
の
似
顔
絵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、

ま
た
グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
で
は
運
動
部
の
練
習

を
見
学
し
て
い
た

フ
ィ
リ
ツ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム

7
月
Ⅱ
S
別
日

4
人
の
留
学
生
を
迎
え
、
剣
道
や
書
道
体
験

や
蒲
郡
や
白
川
郷
な
ど
の
交
流
合
宿
を
行
っ
た

ア
デ
レ
ー
ド
語
学
研
修7

月
部
日
S
8
月
Ⅱ
日

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
↓
ノ
デ
レ
ー
ド
と
カ
ナ
ダ
・

ン
ク
ー
バ
ー
で
隔
年
実
施
の
語
学
研
修
で
、

ノ今
年
は
ア
デ
レ
ー
ド
へ
い
ろ
い
ろ
な
授
業
や

、し

体
験
を
通
し
て
有
一
暴
な
期
問
を
過
こ
し
た

女
子
中
高

3
学
期
の
特
別
礼
拝

新
年
礼
拝

1
月
6
日

創
立
者
永
眠
尋
一
礼
拝

1
月
幻
日

創
立
者
生
聨
乢
念
礼
拝

2
月
蛯
日

一
局
校
・
 
2
月
伐
日
/
中
学

3
月
玲
日

終
業
式
礼
拝

卒
業
式

2
月
円
日

高
校
卒
業
式
(
2
6
9
人
)

3
月
Π
日

中
学
卒
業
式
(
2
4
7
人
)

修
学
旅
行

中
学
2
年
生
は
3
月
玲
日
S
加
日
の
2
泊
3

日
の
日
程
で
実
施
。
行
き
先
地
は
九
州
・
長
崎

方
面
。
 
1
日
目
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
。
 
2
日
目

は
被
爆
体
験
者
の
方
の
講
話
を
聞
い
た
後
原

爆
資
料
館
を
見
学
す
る
な
ど
平
和
学
習
を
体
験

し
た
。
そ
の
後
は
長
崎
市
内
を
班
別
で
自
主
行

動
。
 
3
日
目
は
福
岡
へ
。
海
の
中
遭
マ
リ
ン
ワ

ー
ル
ド
を
見
学
し
た
。

一
局
校
2
年
生
は
3
月
W
e
S
討
日
の
3
泊
4

日
の
日
程
で
実
施
。
行
き
先
地
は
沖
縄
。
 
1
日

目
は
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園
・
資
料
館
を
見

学
。
そ
の
後
、
講
師
の
先
生
の
講
話
を
聞
く
。

2
日
目
は
糸
数
壕
・
ひ
め
ゆ
り
の
塔
・
首
里
城

な
ど
を
見
学
。
エ
イ
サ
ー
も
鑑
賞
し
た
。
 
3
日

目
は
東
南
植
物
園
見
学
の
後
、
サ
ト
ゥ
キ
ビ
収

穫
・
黒
糖
作
り
、
琉
球
獅
踊
体
験
な
ど
を
ク
ラ

ス
・
班
別
で
体
験
し
た

3
月
玲
S
詑
日

ス
キ
ー
学
舎

北
志
智
<
・
竜
王
ス
キ
ー
場
で
高
校
1
年
生
の

希
望
者
約
1
0
0
人
を
対
象
に
、
本
校
教
員
の

み
の
指
導
に
ょ
る
ス
キ
ー
講
習
会
を
実
施
し
た

鷲
ヨ
に
も
恵
ま
れ
、
最
終
日
に
は
上
級
者
は
も

と
よ
り
初
心
者
も
、
鮮
や
か
な
シ
ユ
プ
ー
ル
を

描
い
た

3
月
部
日

新
入
生
を
迎
え
る
日

校
長
に
ょ
る
奨
励
の
後
宗
教
教
育
や
授
業

行
事
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
実

施
。
聖
圭
白
・
讃
美
歌
・
「
新
入
生
の
し
お
り
」

等
の
配
布
が
あ
り
、
入
学
前
の
準
備
や
ガ
イ
ダ

ン
ス
・
写
真
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
た
。



国
際
交
流
ヌ
エ
ー
バ
校
と
の
交
流

3
月
加
S
認
目

S
N
e

5
月
扣

お
よ
び
来
校

同
志
社
法
人
内
4
中
学
校
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ヌ
エ
ー
バ
校
へ
の
生
徒
派
遣
に
、
本
校

か
ら
は
多
数
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
6

人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
 
5
月
8
日
か
ら
は
5

人
の
ヌ
エ
ー
バ
校
の
生
徒
さ
ん
を
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
受
け
入
れ
た
。
扣
日
か
ら
は
木
校
で
の
授

業
や
課
外
活
動
に
も
参
加
し
、
大
い
に
一
需
を

深
め
た

入
学
式

4
月
7
Π

中
学
新
入
生
2
4
7
人

一
段
新
入
生
2
6
8
人
(
内
、
外
部
生
N
人
)

遠
足

5
月
6
日

中
学
2
年
生
か
ら
古
裂
3
年
宅
が
、
学
年
こ

と
に
バ
ス
遠
足
を
禿
。
今
年
度
初
の
ク
ラ
ス

親
睦
の
1
日
を
、
互
い
に
有
*
鑾
に
過
こ
し
た

中
学
1
年
生
修
養
会
 
5
月
6
口
S
8
日

兵
庫
県
篠
山
市
の
ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
に

て
、
今
年
も
「
同
志
社
で
学
ぶ
1
白
分
を
見
つ

め
、
友
達
を
即
解
し
て
隣
人
に
な
ろ
う
1
」
を

、
志
に
修
養
会
を
行
っ
た
。
礼
拝
と
団
体
生
活

を
通
し
て
同
志
礼
教
育
の
根
幹
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
主
義
の
教
厶
U
に
つ
い
て
学
ぴ
、
ま
た
友
人

や
先
生
と
の
交
流
を
通
し
て
本
校
で
学
ぶ
一
曇

を
考
え
た
。

球
技
大
会

高
校
生
は
5
月
n
e
、
中
学
生
は
6
月
Π
日

に
球
技
大
会
を
実
施
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ

゛
、ノ

ジ
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

゛
、ノ

ー
ル
等
に
終
日
、
大
き
な
喚
声
が
こ
だ
ま
し
た

ク
ラ
ス
の
紳
が
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
1
日
で
あ

つ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

6
月
舒
日

小
学
生
(
約
7
5
0
人
)
、
中
学
生
(
約
即
人
)

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
実
施
。
午
前
の
部
、
午

後
の
部
に
分
か
れ
、
礼
拝
の
あ
と
授
業
体
験
(
午

前
・
午
後
器
教
室
)
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
。

ま
た
並
行
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
お
よ
ぴ
校
内

の
架
収
見
学
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

6
月
器
日

芸
術
鑑
賞

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
京
都
市
交
讐

楽
団
に
ょ
る
べ
ー
ト
ー
ヴ
エ
ン
の
恊
奏
曲
、
、
、

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
紳
曲
を
鑑
賞
し
た

1
学
期
の
特
別
礼
拝

4
月
記
日

女
子
部
創
一
艶
念
礼
拝

5
同
玲
日

母
の
日
礼
拝

春
永
系
教
塾
昼
剥
週
問
特
別
礼
拝

6
司
7
S
Ⅱ
日

6
月
W
口

花
の
日
礼
拝

例
年
通
り
、
本
年
も
同
日
午
後
か
ら
、
一
局
校
1

年
生
は
施
設
訪
問
に
、
一
局
校
2
年
生
は
高
齢
者

福
祉
講
演
会
に
参
加
し
た

国
際
中
高

卒
業
式

一
局
校

3
月
Ⅱ
日

3
月
円
日

中
学

中
2
 
・
高
2
研
修
旅
行
 
3
月
N
e
S
Π
日

中
学
2
年
生
は
長
崎
、
高
校
2
年
生
は
沖
縄

を
3
泊
4
日
の
日
程
で
訪
問
。
現
地
で
平
和
学

習
を
行
っ
た

3
月
即
日
S

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
そ
れ
ぞ
れ
を

訪
問
す
る
、
海
外
短
期
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

一
斉
に
実
施
さ
れ
た
。

入
寮
宣
式

4
月
6
日

両
親
が
海
外
に
在
住
し
て
い
る
生
徒
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
学
寮
に
、
新
入
寮
生
を
迎
え
た

入
学
式

4
同
6
日

新
島
尋
需
堂
で
中
学
校
、
高
等
ψ
寝
の
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

中
1
宿
泊
研
修
・
校
祖
墓
参

O
o
m
工
一
の
エ
ン
抑
m
で
0
刀
↓
 
1



4
月
舒
・
器
Π

同
志
社
で
学
ぶ
*
嫌
や
建
学
の
精
神
な
ど
、

生
活
面
や
精
神
面
を
中
心
に
学
ぶ
宿
泊
研
修
を
、

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
若
王
子
山
頂
に

あ
る
同
士
峯
墨
地
を
訪
れ
創
立
者
新
島
襄
の

墓
前
で
、
入
学
の
都
告
を
行
っ
た
。

高
1
宿
泊
研
修
・
校
祖
墓
参

5
月
6
・
7
日

同
志
社
で
学
ぶ
意
味
や
建
学
の
精
神
な
ど
、

生
活
面
や
精
神
面
を
中
心
に
学
ぶ
宿
泊
研
修
を

実
施
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
若
王
子
山

頂
に
あ
る
同
士
峯
塾
地
を
訪
れ
、
創
立
者
新
島

襄
の
墓
前
で
、
入
学
の
報
告
を
行
っ
た

ヌ
エ
バ
ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
徒
受

け
入
れ

5
同
8
S
巧
日

学
内
中
高
合
同
の
行
事
で
あ
る
、
ヌ
エ
バ
ス

ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
生
徒
受
け
入
れ
を

今
年
度
も
実
施
し
た
。
本
校
で
は
円
日
の
ウ
エ

ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
や
授
業
参
加
。
最
終
日
の

修
了
書
授
与
な
ど
を
行
っ
た
。

中
学
遠
足

6
月
3
日

1
年
生
は
近
隣
の
宇
治
田
原
を
め
ぐ
る
コ
ー

ス
、
 
2
年
生
は
京
都
嵐
山
近
辺
、
 
3
年
生
は
山

城
自
然
運
動
公
園
に
出
か
け
た
。

高
校
球
技
大
会

6
月
3
日

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
た
。

バロ
ー
レ
ン
ス
ビ
ル
ス
ク
ー
ル
交
換
プ
ロ
グ
ラ

ム
受
け
入
れ
 
6
月
蛯
日
S
(
7
月
円
Π
)

北
米
の
口
ー
レ
ン
ス
ビ
ル
ス
ク
ー
ル
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
た

6
月
紛
日

入
学
試
験

帰
国
生
徒
受
け
入
れ
の
た
め
の
編
入
学
試
験

を
実
施
し
た

6
月
器
日

編
入
学
式

帰
国
生
徒
の
た
め
の
7
月
入
学
式
を
実
施
し

た
。
今
年
度
も
中
学
1
年
生
か
ら
一
寝
2
年
生

ま
で
に
渡
る
新
し
い
仲
間
を
迎
え
た
。

創
立
者
永
眠
記
念
礼
拝

1
月
器
日

若
王
子
で
の
早
天
祈
祷
会
の
後
、
同
志
社
小

学
校
の
全
児
童
、
教
職
員
が
ア
リ
ー
ナ
に
集
い

創
立
者
永
眠
尋
一
礼
拝
を
お
こ
な
っ
た
。
創
立

者
の
半
生
を
振
り
返
り
、
新
島
襄
に
ょ
っ
て
創

ら
れ
た
こ
の
黒
社
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
幸

せ
を
感
謝
と
共
に
祈
り
と
し
て
奉
げ
た
。

同
志
社
タ
イ
ム

宮
西
達
也
氏
「
絵
本
を
語
る
」
 
1
月
討
日

2
月
Π
日

吉
田
道
子
氏
「
本
を
語
る
」

小
寺
卓
也
氏
呆
林
の
い
の
ち
の
ふ
し
ぎ
」

5
月
n
e

2
0
1
0
年
は
国
器
乢
書
年
で
も
あ
り
、
本

に
親
し
み
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
な
っ
て
欲

し
い
と
の
願
い
か
ら
絵
本
や
児
童
文
学
、
写
真

絵
本
の
作
家
を
招
き
、
本
の
も
つ
魅
力
に
つ
い

て
話
を
聞
い
た
。
本
を
読
む
面
白
さ
や
言
葉
の

持
つ
奥
深
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
貴

重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

3
月
B
e

卒
業
式

同
志
社
小
学
校
が
開
校
し
て
は
じ
め
て
の
卒

業
式
を
こ
の
日
ア
リ
ー
ナ
で
行
っ
た
。
美
し
い

ン
ド
ベ
ル
の
音
色
か
ら
始
ま
っ
た
卒
業
式
で

ハは
、
一
洛
ち
着
い
て
、
堂
々
と
し
た
動
き
に
卒
業

生
と
し
て
の
成
長
匙
じ
ら
れ
大
変
咸
璽
休
い

小
学
校

4
年
ス
キ
ー
宿
泊
体
験
学
習

1
月
W
S
幻
日

4
年
生
は
3
泊
4
日
、
ハ
チ
高
原
へ
ス
キ
ー

の
宿
泊
体
験
学
習
に
行
っ
た
。
見
渡
す
限
り
、

真
っ
白
な
雪
に
覆
わ
れ
た
山
々
を
眺
め
な
が
ら

の
合
宿
と
な
っ
た
。
仲
問
と
励
ま
し
合
い
な
が

ら
学
ん
だ
た
め
か
、
ス
キ
ー
の
上
達
ぶ
り
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
た
く

ま
し
く
な
っ
て
帰
つ
て
き
た



会
二
叉
、

膨

'

0
0
仂
工
一
仂
工
》
抑
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、
、

.
鼎

』

冨
、

、

も
の
と
な
っ
た
。
同
志
社
小
学
校
と
共
に
歩
ん

で
き
た
こ
の
卒
業
生
の
歩
み
を
こ
れ
か
ら
も
ず

つ
と
見
守
つ
て
い
き
た
い
。

4
月
円
日

入
学
式

家
族
と
と
も
に
小
学
校
の
門
を
く
ぐ
っ
て
登

校
し
た
新
入
生
は
「
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
6
年
生
の
元
気
な
声
に
迎
え
ら
れ
、
緊

張
の
表
情
も
ニ
コ
ッ
と
し
た
笑
顔
に
入
学
式

で
は
担
任
か
ら
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ぱ
れ
る

.
.一

一

自
分
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
活
動
も
多
く
、
仲

間
と
協
力
す
る
大
切
さ
や
、
陰
で
助
け
て
く
だ

さ
っ
て
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た

2
年
宿
泊
体
験
学
習

6
月
4
・
5
日

京
都
市
立
野
外
活
動
施
設
「
花
脊
山
の
家
」

で
宿
泊
体
験
学
習
を
実
施
し
た
。
バ
ス
で
施
設

゛
、ノ

に
直
接
入
所
す
る
の
で
は
な
く
、
荷
物
を
持
ち
、

山
を
登
っ
て
入
所
し
た
。
険
し
い
山
道
で
あ
っ

た
が
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
歩
き
通
す
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
他
に
も
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
キ

ヤ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ち
ま
き
作
り
な
ど
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感

じ
る
宿
泊
体
験
学
習
と
な
っ
た
。

6
年
修
学
旅
行

6
月
7
S
巧
日

新
島
襄
が
学
ん
だ
ア
ー
モ
ス
ト
や
ボ
ス
ト
ン

の
足
跡
を
た
ず
ね
修
学
旅
行
に
行
っ
た
。
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
で
は
マ
ー
ク
ス
学
長
の
歓
迎
の
ス

ピ
ー
チ
、
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
美
術
館
で
は
読

み
聞
か
せ
や
実
技
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
ボ
ス
ト
ン
子
ど
も
博
物
館
で
は
6
年
生
が

合
唱
や
剣
玉
な
ど
を
博
物
館
に
来
た
人
に
教
え

る
な
ど
人
と
人
の
一
荒
も
し
っ
か
り
で
き
た

新
島
先
生
が
学
ん
だ
地
で
多
く
の
こ
と
を
感
じ

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

,

と
会
場
い
っ
ぱ
い
に
粋
く
元
気
な
声
で
「
は
い
」

会
場
は
新
し
い
卯
人
の
仲
問
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
喜
ぴ
に
溢
れ
て
い
た
。

3
年
宿
泊
体
験
学
習

6
月
2
S
4
日

自
然
に
恵
ま
れ
た
ハ
チ
高
原
で
過
こ
し
た
3

日
問
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
体
験
、

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、
鉢
伏
山
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ア
イ
ヤ
ー
、
魚
つ
か
み
な
ど
普
段
で
き
な
い
活

動
を
仲
間
と
共
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

一
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な
眼
差
し
に
、
子
ど
も
た
ち
も
応
え
よ
う
と
持

つ
て
い
る
力
を
発
揮
す
る

い
の
ち
の
電
話
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

松
月
6
日

女
子
大
学
栄
光
館
で
行
わ
れ
た
「
い
の
ち
の

謹
叩
」
主
催
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
年

中
・
年
長
組
の
有
志
訟
人
が
出
演
し
「
讃
美
歌
」

等
の
歌
を
披
露
し
た

口
月
W
e

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会

新
島
会
館
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会
を

催
し
た
。
年
長
組
の
ぺ
ー
ジ
エ
ン
ト
劇
に
、
年

中
組
は
聖
歌
隊
と
し
て
参
加
し
た
。
祝
会
で
は

年
少
組
が
歌
を
歌
い
、
全
園
児
、
会
衆
の
方
と

共
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
す
る
。

同
志
社
小
学
校
と
の
交
流
会
 
1
月
部
日

年
長
組
が
同
志
社
小
学
校
1
年
生
の
教
室
を

訪
れ
、
ゲ
ー
ム
や
給
食
の
時
問
を
共
有
。
帰
り

際
に
は
別
れ
を
惜
し
み
、
春
の
再
会
を
楽
し
み

に
帰
途
に
つ
い
た
。

校
祖
墓
参
(
年
長
組
)

2
月
N
e

卒
園
が
迫
っ
た
年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
が

、

路
線
市
バ
ス
に
分
乗
し
、
若
王
子
に
あ
る
創
立

者
新
島
襄
の
墓
地
を
訪
れ
、
墓
前
礼
拝
を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
見
守
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
た
こ

と
に
咸
繍
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
創
立
者
が
ど

幼
稚
園

バ
プ
テ
ス
ト
病
院
訪
問

口
月
1
日バ

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
恒
例
と
な
っ
た
、

プ
テ
ス
ト
病
院
を
訪
問
。
年
長
組
園
児
が
降
誕

劇
を
演
じ
、
そ
の
後
入
院
・
入
所
者
と
六
誘
を

持
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
歌
や
劇
に
涙
を
浮
か

ぺ
て
見
つ
め
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
の
温
か

の
よ
う
な
思
い
で
造
ら
れ
た
か
等
の
話
し
を
園

長
か
ら
聞
く
。

卒
園
お
茶
会

3
月
1
日

年
長
児
が
卒
園
を
尋
一
し
、
お
茶
を
点
て
、

1
年
問
の
お
稽
古
の
成
果
を
保
護
者
に
披
露
す

る
お
茶
会
を
催
し
た
。

卒
園
礼
拝

3
月
Ⅱ
日

卒
園
を
記
念
し
て
、
同
志
社
礼
拝
堂
に
お
い

て
年
長
児
と
そ
の
保
護
者
が
厳
か
に
礼
拝
を
お

こ
な
つ
た
。

3
月
n
e

マ
ラ
ソ
ン
大
会

全
園
児
が
、
秋
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
マ
ラ

ソ
ン
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
鴨
川
の
河
川
敷
を

快
走
。
保
護
者
の
声
援
に
励
ま
さ
れ
、
春
め
い

た
暖
か
な
日
差
し
の
中
一
生
懸
命
走
る
園
児

の
姿
が
見
ら
れ
た
。

3
月
玲
日

卒
園
式

在
園
児
、
保
護
者
教
員
が
共
に
、
圍
児
の

卒
園
を
お
祝
い
し
た
。
卒
園
児
の
答
辞
と
歌
声

が
園
の
ホ
ー
ル
に
力
強
く
響
き
渡
り
、
即
人
が

卒
園
証
書
を
胸
に
巣
立
っ
た
。

入
園
式

4
月
9
日

保
護
者
に
手
を
引
か
れ
、
新
入
園
児
即
人
が

幼
稚
園
に
入
園
午
後
1
時
、
在
園
児
の
出
迎

え
に
表
情
も
和
ら
ぐ
な
か
、
入
園
式
が
行
わ
れ 、

ノ
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同
志
社
小
学
校
と
の
交
流
会
 
5
月
部
日

4
年
生
が
本
園
を
訪
れ
る
。
幼
児
と
小
学
生

全
員
で
讃
美
歌
を
歌
っ
た
後
グ
ル
ー
プ
こ
と

に
分
か
れ
て
、
小
学
生
が
企
画
し
た
ゲ
ー
ム
を

園
児
と
共
に
楽
し
む
交
流
を
持
っ
た

未
就
園
児
教
室

5
月
B
e
S
7
月
B
日
即
回
実
施

地
域
の
f
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
満
3

歳
児
を
対
象
と
し
た
親
子
教
室
を
開
く
教
員

の
指
導
の
元
、
季
節
の
飾
り
制
作
や
親
子
触
れ

あ
い
遊
ぴ
等
を
楽
し
む

キ
ャ
ン
バ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 
5
月
肘
日

0
0
旨
旨
仇
ヤ
一
ヨ
名
え
"
N
0
さ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー

の
支
援
を
受
け
、
年
長
園
児
即
人
が
、
大
学
今

出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
明
徳
館
前
で
教
職
員
、
学
生

に
讃
美
歌
等
を
披
露
し
た
。
園
児
は
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
励
み
に
、
恰
曲
も
の
歌
を
次
々
と

暗
譜
し
て
い
っ
た
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
方
々
の
拍
手
を
浴
ぴ
、
自
信
を
胸
に
、

次
の
成
長
段
階
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
き
っ

か
け
と
な
つ
て
い
る
。

●
花
の
日
礼
拝

6
同
7
日

園
児
が
家
庭
か
ら
花
を
持
参
し
、

美
し
い

明
蛋
L
館

花
々
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
へ
怠
謝
の

礼
拝
を
行
っ
た
そ
の
後
学
内
や
地
域
の
方

を
訪
問
し
て
花
束
を
お
届
け
し
、
日
頃
の
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た

0
0
仂
工
一
仂
エ
ン
刀
m
勺
0
召
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